
令和3年度　地方創生臨時交付金活用事業（新型コロナウイルス感染症対応事業）　効果検証シート

NO 事業名 経済対策との関係 総事業費 交付金充当額 ①目的②交付金を充当する経費内容③事業の対象 効果 具体的な理由

1 事業者応援給付金事業 令和3年 4月 1日 令和3年 4月 20日
①-Ⅱ-3.事業継続に困っている中
小・小規模事業者等への支援

1,500,000 1,500,000

①新型コロナウイルスによる感染拡大の影響を受けている事業者に対する支援を行うこと
で、コロナ禍における事業の維持・継続を図る。
②給付金1,500千円　個人500千円×3件
③木祖村内の商工、飲食サービス業等の事業者で、中小企業信用保険法第2条第5項第4号、
第5号（セーフティネット保証4号、5号）、同第6項（危機関連保証）の認定を受け令和2年
度内に金融機関から融資を受けた者。

2.効果的であった
売上が減少した事業者が事業の継続を図る上でも必要な給付金であっ
た。

2
事業者向け施設整備支援
事業補助金

令和3年 4月 1日 令和3年 10月 12日
①-Ⅱ-3.事業継続に困っている中
小・小規模事業者等への支援

4,457,000 4,450,000

①新しい生活様式に適応するため村内の事業者が感染拡大防止対策を講じた経費の一部を
補助する。新たに電子決済サービスを導入する場合には、外部講師による指導を実施す
る。事業を営む者が一丸となって感染症対策に取り組むことで、来訪者や従業員等の安心
安全を守る。
②感染拡大防止対策施設改修、備品購入、テレワーク等の施設整備への補助。
・補助金　4,457千円　22事業者：計4,457,000円
③木祖村内の商工、飲食サービス業等の事業者

2.効果的であった

本事業の実施により各事業者が感染拡大防止に努めるきっかけとなり、
来訪者や従業員等の安全が守られている。
また感染拡大防止策（備品購入、設置等）に村内事業者が関わったこと
で経済支援にも繋がった。

3 学生応援事業 令和3年 5月 27日 令和3年 12月 31日
①-Ⅱ-4.生活に困っている世帯や個
人への支援

629,427 629,000

①新型コロナウイルス感染症の影響を受け、帰省や生活面、就学の制限を受けている木祖
村出身の村外在住学生の生活を応援するため、木祖村特産品を支給する。
②
ⅰ特産品代　7千円×40人×2回
ⅱ通信運搬費　60千円
ⅲ消耗品　9千円
③村（村で購入し対象者へ送付）

2.効果的であった
コロナ禍で生活面でも苦しい学生の支援となった。学生本人や保護者か
らも高評価をいただいている。

4
友好自治体宿泊施設利用
助成事業

令和3年 4月 5日 令和4年 3月 24日
①-Ⅲ-1.観光・運輸業、飲食業、イ
ベント・エンターテイメント事業等
に対する支援

15,500 15,000

①友好自治体である愛知県日進市と経済交流の中で継続している「宿泊助成金」の嵩上げ
補助をすることで観光需要を喚起する。
【枠組】日進市民は、日進市役所あてに助成申請書を事前に提出し、受理された申請書の
写しを宿泊した施設に提出することで宿泊費の一部の控除を受ける。宿泊施設は、請求書
に当該申請書の写しを添えて村観光協会に提出し、助成額を請求する。
②日進市民が木祖村内の宿泊施設を利用した際に宿泊費の一部を助成（1千円/人）
助成金　200人見込み×1千円＝200千円
③日進市民、村内宿泊施設

2.効果的であった
県を往来する行動制限があったため想定する支援まではいかなかった
が、本事業をきっかけに木祖村との繋がりが途絶えなかったことで令和
4年度はキャンプ場を中心に日進市からの宿泊者が伸びている。

5
別荘住民集会施設感染予
防対策

令和3年 4月 27日 令和4年 2月 22日
②-Ⅰ-4.知見に基づく感染防止対策
の徹底

245,520 200,000

①別荘住民集会施設は、別荘地の住民による利用のほか、周辺を散策する観光客の休憩所
としても利用されており、屋内において人が密集し３密となることを避けるため、感染症
対策として新たに屋外にテラス席としてベンチを設置する。
②テラスへのベンチ設置
備品購入費　112千円×2基×税＝246千円
③別荘住民集会施設

2.効果的であった
建替えられた集会施設のテラスに設置。観光客などが感染症を気にせず
屋外でも気軽に利用、休憩する場ができたこと、感染拡大防止に繋がっ
たことが設置の効果と言える。

6
公共施設手洗い自動水栓
化工事

令和3年 4月 1日 令和4年 3月 15日
②-Ⅰ-4.知見に基づく感染防止対策
の徹底

1,206,700 1,050,000

①公共施設における感染症対策のため、トイレ等の手洗い場の自動水栓化により衛生環境
を改善し、感染リスクを低減する。
②　公共施設修繕費
ⅰ社会体育館　356千円
　自動水栓40,950円×3台、自動水栓　34,790円×４台、既存撤去4,500円×7台、諸経費
30,000円
ⅱ若者ふれあい支援センター　235千円
　自動水栓40,950円×2台、自動水栓61,000円、既存撤去4,500円×3台、廊下壁加工37,000
円、諸経費20,000円
ⅲ菅公民館　111千円
　自動水栓40,950円×2台、既存撤去4,500円×2、諸経費10,000円
ⅳ菅北部集会所　50千円
　自動水栓35,300円×1台、既存撤去・取付費4,500円×1箇所、諸経費5,000円
ⅴ老人福祉センター　236千円
　自動水栓40,950円×4台、既存撤去・取付費4,500円×4箇所、諸経費32,000円
ⅵ転作センター　252千円
　自動水栓65,000円×3台、既存撤去・取付費4,500円×3箇所、諸経費20,000円
③社会体育館、若者ふれあい支援センター、菅公民館、菅北部集会所、老人福祉セン
ター、転作研修センター

1.非常に効果的であった

自動水栓化により、手洗い時に器具に触れることなく手洗いが行えるよ
うになり、感染症対策に役立っている。また、手洗い中にバルブを洗う
こともなくなり水回りが清潔に保つことができるようになるとともに、
手洗い後ペーパー等でのふき取り前の器具への接触を防ぐことができ、
り感染症対策にさらに役立っている。

事業概要 事業実施による感染拡大防止等への効果

事業終期事業始期



令和3年度　地方創生臨時交付金活用事業（新型コロナウイルス感染症対応事業）　効果検証シート

NO 事業名 経済対策との関係 総事業費 交付金充当額 ①目的②交付金を充当する経費内容③事業の対象 効果 具体的な理由

事業概要 事業実施による感染拡大防止等への効果

事業終期事業始期

7
保健センターエアコン設
置工事

令和3年 6月 9日 令和3年 10月 14日
②-Ⅰ-4.知見に基づく感染防止対策
の徹底

2,992,000 2,700,000

①保健事業等で利用者が集中しがちな保健センターの機能を強化すべく、感染症拡大防止
のため、換気機能を搭載したエアコンを設置する。
②
ⅰ設計委託料　352千円、ⅱ監理委託料　220千円、ⅲ工事費　2,420千円
　・共通仮設費80千円
　・仮設工事50千円
　・機械設備工事1,370千円（換気機能付ルームエアコン231千円×４台、その他機械設備
工事446千円）
　・電気設備工事370千円
　・諸経費330千円
③村（保健センター）

1.非常に効果的であった
今まで降雨時に窓を開けることができなかったが、エアコンを使用して
換気を行うことができ、高齢者が集まることの多い検診において十分な
感染症対策が行えたと考える。

8
リモートワークオフィス
設置工事

令和3年 4月 15日 令和3年 6月 4日
①-Ⅳ-3.リモート化等によるデジタ
ル・トランスフォーメーションの加
速

2,411,200 2,400,000

①テレワークを行う環境を整備する目的から必要最小限の機能を有する事務所スペースと
して、コンテナハウス１棟を設置する。・感染拡大地域への往来や濃厚接触者との関わり
等から隔離した環境で業務を行う必要のある方に貸し出すことで村の経済活動や福祉活動
の持続が可能となる。
②2,412千円
備品購入費1,980,000円、給排水工事費330,000円、電気工事101,200円
③事業の対象　木祖村役場、木祖村リモートワークオフィス１棟

2.効果的であった
運用開始後R4.7末時点で延べ７７日利用があり、重症化リスクの高い高
齢者と接する機会の多い社会福祉協議会では事業遂行上必要不可欠な施
設となった。。

10 宿泊業経営持続支援事業 令和3年 5月 10日 令和3年 12月 7日
①-Ⅱ-3.事業継続に困っている中
小・小規模事業者等への支援

694,000 690,000

①感染症の影響を受け村の要請でイベントが中止となり、宿泊予約がキャンセルした分に
対して支援金を交付。
②347人×2千円＝694千円。
③村内で宿泊業を営む者

2.効果的であった
宿泊を伴う開催予定のイベントが行動規制により中止になってしまった
ことから、逼迫した経営を続ける宿泊業にとって経営を持続する上でも
必要な支援事業であった。

11 体温測定カメラ購入 令和3年 5月 11日 令和3年 7月 6日
②-Ⅰ-4.知見に基づく感染防止対策
の徹底

173,800 150,000

①公共施設における新型コロナウイルス感染症対策のため。入館時の体温測定により感染
リスクを低減する。
②公民館施設維持管理費　備品購入費　174千円
　タブレット型体温測定カメラV2L 173,800円 1台
③木祖村民センター

1.非常に効果的であった
　入館時に誰でも簡単に体温測定ができることから、入館待ちの「密」
な状況を回避することができ、感染対策としての効果があった。

12
公共施設手洗い自動水栓
化工事

令和3年 10月 20日 令和3年 12月 23日
②-Ⅰ-4.知見に基づく感染防止対策
の徹底

2,862,640 2,600,000

①キャンプ場（こだまの森）と、スキー場（やぶはら高原スキー場）におけるアウトドア
レジャーの感染症対策として、施設内トイレの手洗い場を非接触型の自動水洗化にする。
②工事請負費2,880千円
ⅰキャンプ場トイレ4箇所11基＝900千円
　・78,700円×2基×1.1＝173,140円、・70,000円×2基×1.1＝154,000円
　・76,000円×5基×1.1＝418,000円、・70,000円×2基×1.1＝154,000円
ⅱスキー場センターハウストイレ18基＝1,980千円
　・1,799,200円×1式×1.1＝1,979,120円
③こだまの森管理棟他トイレ、やぶはら高原スキー場センターハウストイレ（１階、３
階）

2.効果的であった
自動水洗化によって感染拡大防止に繋がったほか、安心して施設が利用
できたことで、コロナ禍でもキャンプ場やスキー場に利用者が減らずに
増加した。

13 事業者支援事業 令和3年 10月 1日 令和4年 2月 1日
①-Ⅱ-3.事業継続に困っている中
小・小規模事業者等への支援

3,200,000 3,200,000

①新型コロナウイルスによる感染拡大の影響を受けている事業者に対する支援を行うこと
で、コロナ禍における事業の維持・継続を図る。
②国月次支援金、または長野県特別応援金を申請、給付された事業者のうち、本年の売上
額及び給付された額の合計金額が、前々年又は前年の売上金額と比較し、50％に満たない
事業者への給付金
・給付金3,000千円（中小法人等200千円×8件、個人事業者100千円×14件）
③中小法人等または個人事業者

2.効果的であった
売上が減少した事業者が事業の継続を図る上でも必要な給付金であっ
た。

14
保健センター機能強化事
業

令和3年 9月 30日 令和3年 9月 30日 ①-Ⅰ-1.マスク・消毒液等の確保 56,450 50,000

①保健センター調理室の感染対策として、耐消毒機能のあるサンダルラックを購入する。
②57千円
消耗品購入費56,450円（サンダルラック56,450円×1台）
③保健センター

2.効果的であった

保健センターの調理室ではサンダルを利用しているが、以前調理室前に
設置していたサンダルラックは木製であり、消毒が困難で細菌が繁殖し
やすい状況であった。今回新しく消毒可能なサンダルラックを購入した
ことで、より衛生的にサンダルを管理できるようになり、調理室内での
感染症対策となった。
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15 庁舎エアコン設置事業 令和3年 10月 14日 令和4年 3月 18日
②-Ⅰ-4.知見に基づく感染防止対策
の徹底

6,171,000 6,150,000

①村保健センターで実施する村民の健診の際、待合室に人が密集しないよう、役場庁舎内
の会議室及び村民相談室も待合室として利用するため、感染予防対策として換気機能を強
化したエアコンを設置する。
②ⅰ設計委託料　506千円、ⅱ監理委託料　220千円、
　ⅲ工事費　5,445千円
　・共通仮設費180千円
　・直接工事3,720円（天井カセットエアコン440千円×2台、ルームエアコン110千円×1
台）
　・現場管理費400千円
　・一般管理費650千円
③村（役場庁舎会議室、村民相談室）

2.効果的であった
検診の待合室としての活用だけでなく、選挙の期日前投票で役場庁舎の
ホールを使用するため、降雨時などエアコンを使用して換気を行うこと
ができ、十分な感染症対策が行えたと考える。

16 事業者情報発信事業 令和3年 9月 21日 令和3年 10月 1日 ①-Ⅲ-2.地域経済の活性化 62,700 60,000

①新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者を支援するため、地域情報を集約する
ポータルサイトに新たに店舗情報を掲載し、店舗利用の促進を図る。
②　広告料63千円
　情報掲載経費57,000円×1.1＝62,700円
③ポータルサイトまいぷれ木曽

2.効果的であった
これまで本村では行えなかった、村内の飲食店等の情報を集約したポー
タルサイトで情報発信したことで、事業者が事業を継続することに繋
がっている。

17
保育対策総合支援事業費
補助金

令和3年 10月 5日 令和3年 10月 22日
②-Ⅰ-1.医療提供体制の確保と医療
機関等への支援

500,000 250,000 1.非常に効果的であった
冬期間であっても1～2時間に1回程度の換気は行っているが、寒冷地で
あり常時開放は困難である。空気清浄機を併用することで安心して施設
を使用することができ、感染症対策として効果があった。

18
保育対策総合支援事業費
補助金（単独分）

令和3年 10月 5日 令和3年 10月 22日
②-Ⅰ-1.医療提供体制の確保と医療
機関等への支援

512,000 500,000 1.非常に効果的であった
冬期間であっても1～2時間に1回程度の換気は行っているが、寒冷地で
あり常時開放は困難である。空気清浄機を併用することで安心して施設
を使用することができ、感染症対策として効果があった。

19 プレミアム商品券事業 令和4年 3月 15日
③-Ⅱ-1.安全・安心を確保した社会
経済活動の再開

①新型コロナウイルス感染症により落ちこんだ消費を回復するため、プレミアム分5千円の
木祖村プレミアム商品券を販売
②21,960千円
　ⅰプレミアム分5千円×4,000冊、ⅱ商品券印刷代 946千円、ⅲ集計作業賃金 500千円
　Ⅳ消耗品等 514千円
③村民

1.非常に効果的であった
繰越事業
現在進行中であるが、発売当日1時間半で売り切れるなど住民の意識も
高く、村内事業者への経済効果が大きく表れる事業である。

20
コロナ対策事業者支援金
事業

令和4年 1月 31日 令和4年 2月 8日 ③-Ⅰ-4.事業者への支援 81,000 81,000 2.効果的であった
売上が減少した事業者が事業の継続を図る上でも必要な給付金であっ
た。

20(2)
コロナ対策事業者支援金
事業

令和4年 1月 31日 令和4年 3月 29日 ③-Ⅰ-4.事業者への支援 2,969,000 2,919,000 2.効果的であった
売上が減少した事業者が事業の継続を図る上でも必要な給付金であっ
た。

21 公共施設感染予防対策 令和4年 1月 21日 令和4年 3月 17日 ③-Ⅰ-3.感染防止策の徹底 357,278 357,000

①公共施設における感染症対策のため、手指及び共用部の消毒に係る物品等を整備し、住
民に安心して利用していただく。
②
ⅰ幸せテラスまめのわ275千円
　・サテライト除菌クロス250枚入り容器2,400円×5個＝12,000円
　・サテライト除菌クロス250枚入り詰替1,600円×120個＝192,000円
　・手指消毒用アルコール14,850円×2箱×1.1 ＝32,670円
　・ペーパータオル5,750円×6箱×1.1 ＝37,950円
ⅱ保健センター250千円
　・手指消毒用アルコール14,850円×5箱×1.1 ＝81,675円
　・机等消毒用アルコール5,400円×5箱×1.1 ＝29,700円
　・除菌清掃ウエットティッシュ2,440円×2個×1.1 ＝5,368円
　・除菌清掃ウエットティッシュ詰替1,630円×2個×1.1 ＝3,586円
　・ペーパータオル3,000円×3箱×1.1 ＝9,900円
　・ハセッパー水7,560円×1箱×1.1＝8,316円
　・次亜塩素酸ナトリウム消毒液38,000円×1箱×1.1 ＝41,800円
　・ニトリル手袋（S/M/L）1,800円×15箱×1.1 ＝29,700円
　・ディスポアイシールド1,700円×3箱×1.1 ＝5,610円
　・家庭訪問時感染予防用紙タオル5,750円×2箱×1.1 ＝12,650円
　・ゴミ箱4,800円×4個×1.1＝21,120円
③幸せテラスまめのわ、保健センター

1.非常に効果的であった
長引くコロナ禍において、住民にとっても感染対策が基本的な生活とし
て身についている。本事業により、利用者は徹底した感染対策ができ、
共有の場所を安心して利用することに繋がった。

（保育環境改善等事業のうち新型コロナウイルス感染症対策支援事業）
①保育園において、感染症に対する強い体制を整え、感染症対策を徹底しつつ、保育を継
続的に実施するため、空気を綺麗に保つのに有効な備品の購入。
②　木祖村保育所　備品購入費　1,012千円
　　　空気清浄機　202,400円×5台
　　　うち国庫補助事業分500千円
③とちのみ保育園

①新型コロナウイルスによる感染拡大の影響を受けている事業者に対する支援を行うこと
で、コロナ禍における事業の維持・継続を図る。
②R3.4月～R4.1月までのひと月の売上額が、前々年又は前年の売上金額と比較し、20％～
50%に満たない事業者への給付金
　給付金6,000千円
　　減少率20%～30%の事業者100千円×30件、減少率30%～50%未満の事業者150千円×20件
③中小法人等または個人事業者
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事業終期事業始期

22
保健センター調理室手洗
い自動水栓化

令和4年 2月 1日 令和4年 2月 28日 ③-Ⅰ-3.感染防止策の徹底 254,265 200,000

①公共施設における感染症対策のため、保健センター調理実習室の手洗い場の自動水栓化
により感染リスクを低減し、利用者に安心して使用していただく。
②保健センター調理室手洗い修繕（自動水栓化）255千円
　・3ヶ所 231,150円×1.1＝254,265円
③保健センター調理実習室

2.効果的であった

調理室の手洗いを自動水洗化することで、調理実習の際にスムーズに手
洗いが出来るようになり、手洗いの順番待ちで密になっていた状況が改
善された。また、蛇口のハンドルに接触せずに手洗いができるため、衛
生的に実習を行うことができるようになった。

23
電子黒板導入によるオン
ラインフィットネス事業

令和4年 2月 9日 令和4年 3月 18日
③-Ⅱ-1.安全・安心を確保した社会
経済活動の再開

762,850 694,000

①住民の健康増進やサークル活動の場として利用されている幸せテラスまめのわフィット
ネスルームにおいて、コロナ禍でも安心して利用していただけるよう、外部インストラク
ターによる指導のオンライン化や、動画視聴によるカリキュラムの実施するための電子黒
板を導入する。
②電子黒板購入715千円
　・電子黒板650,000円×1.1＝715,000円
③幸せテラスまめのわフィットネスルーム

2.効果的であった

インストラクターの指導により、ネット動画を活用したマシントレーニ
ングの活用や、オンライン会議での利用などに活用した。
毎週水曜日に実施するフィットネス教室において電子黒板を有効利用し
トレーニングの質が向上した他、個人利用の際も、ネット動画を活用し
各々創意工夫をしトレーニングに活かす事が出来、コロナ禍で引きこも
りがちな村民の体力向上や健康増進に大いに役立った。
。

25 健康アプリ機能強化 令和4年 2月 1日 令和4年 2月 28日
③-Ⅱ-1.安全・安心を確保した社会
経済活動の再開

132,000 100,000

①コロナ禍において住民の外出の機会が減少する中、屋外で３密を回避しながら健康増進
に取り組めるウォーキングを推奨するため、昨年村が導入したウォーキングアプリ「えっ
てこ」のさらなる普及・利用促進に向け、利用者アンケートの結果に基づいた機能強化を
行う。
②アプリケーション改修（機能強化）132千円
　・委託料120,000円×1.1 ＝132,000円
③ウォーキングアプリ「えってこ」

2.効果的であった
アンケート結果において、要望があった点について改善されたことで、
R2年度末にあった苦情はなく、より利用しやすくなった。

26 公共施設感染予防対策 令和4年 1月 21日 令和4年 3月 18日 ③-Ⅰ-3.感染防止策の徹底 140,307 130,000

①教育委員会管理施設への新型コロナウイルス感染症対策に必要な衛生物品等の配備
②
衛生物品配備 142千円
　消毒液　111,375円
  ペーパータオル　19,525円
  除菌バスタ―　10,956円
③村民センター、菅公民館、まめのわフィットネスルーム、社会体育館

1.非常に効果的であった
来館者の感染予防に効果があったとともに、施設使用後の備品類の除菌
にはかなりの時間を要していたが、専用の機器等を活用することにより
効率的に作業が行え感染対策に効果があった。

27 公共施設感染予防対策 令和4年 1月 21日 令和4年 3月 18日 ③-Ⅰ-3.感染防止策の徹底 471,502 470,000

①公共施設における感染症対策のため、手指及び共用部の消毒に係る物品等を整備し、住
民に安心して利用していただく。
②
感染予防衛生物品 526千円
ⅰ役場366,300円
　・手指消毒用アルコール14,850円×1箱×12ヶ月×1.1 ＝196,020円
　・机等消毒用アルコール5,400円×1箱×12ヶ月×1.1 ＝71,280円
　・ペーパータオル3,000円×30箱×1.1 ＝99,000円
ⅱ笑ん館146,256円
　・サーキュレーター（1階用）45,000円×1.1 ＝49,500円
　・手指消毒用アルコール14,850円×3箱×1.1 ＝49,005円
　・机等消毒用アルコール5,400円×3箱×1.1 ＝17,820円
　・ペーパータオル5,750円×3箱×1.1 ＝18,975円
　・除菌バスター4,980円×2個×1.1＝10,956円
ⅲ老人福祉センター6,688円
　・手指消毒用アルコール1,980円×1個×1.1 ＝2,178円
　・机等消毒用アルコール1,100円×1個×1.1 ＝1,210円
　・ペーパータオル3,000円×1個×1.1 ＝3,300円
Ⅳ転作センター6,688円
　・手指消毒用アルコール1,980円×1個×1.1 ＝2,178円
　・机等消毒用アルコール1,100円×1個×1.1 ＝1,210円
　・ペーパータオル3,000円×1個×1.1 ＝3,300円
③役場、笑ん館、老人福祉センター、転作センター

1.非常に効果的であった

役場庁舎をはじめ、各施設に手指消毒の器具が設置ができ、こまめな消
毒を行うことができ、来庁者の感染予防を図ることができている。ま
た、会議室使用後に行っていた消毒作業が簡素化でき、職員の負担も
減っており感染症対策に大いに役立っている。

28 避難所感染予防対策 令和4年 1月 26日 令和4年 3月 10日 ③-Ⅰ-3.感染防止策の徹底 2,395,800 2,390,000

①災害時に開設することの多い避難所に、除菌性能のある空気清浄機を配置し、コロナ禍
における災害時に避難者の安心を確保する。
②空気清浄機購入費2,640千円
　・空気清浄機200,000円×12台×1.1＝2,640,000円
③配置施設（転作研修センター、菅公民館、老人福祉センター）

2.効果的であった
避難所での住民の不安を解消することができると考えている。但し、今
年度は避難所の開設を行う災害等がなかったため、効果の検証は行えて
いない。
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29
リモート会議環境整備事
業

令和4年 1月 26日 令和4年 2月 18日
③-Ⅲ-2.地方を活性化し、世界とつ
ながる「デジタル田園都市国家構
想」

107,800 100,000

①リモート会議の際PC1台に対し複数で参加する等、密状態であるため、モニターを整備し
距離をとって会議に参加できる環境を整備し密状態の解消を図るとともにデジタル化の推
進を行う。会議参加者の密状態の解消に繋がるため新型コロナウイルス感染症対策として
の効果がある。
②モニター・スタンド購入費
　モニター・スタンド1台分　115,800×1.1＝127,380
③役場庁舎

2.効果的であった

複数人で参加する会議の際、従来は1端末に対し複数人で参加（視聴）
していたため、密状態であったが、本モニタを導入したことにより、参
加者の距離をとることができたため密の回避に繋がった。
また少しずつではあるが、庁内会議での活用もされてきており、デジタ
ル化推進の一助になっていると考える。

30
村民限定のリフトシーズ
ン券購入事業

令和3年 12月 18日 令和4年 3月 8日
①-Ⅲ-1.観光・運輸業、飲食業、イ
ベント・エンターテイメント事業等
に対する支援

1,540,000 1,540,000 1.非常に効果的であった
住民の健康増進、スキー場利用の増、そして商品券活用で村内の経済効
果が高まった事業である。

31
村民限定のリフトシーズ
ン券購入事業

令和3年 12月 18日 令和4年 3月 8日
①-Ⅲ-1.観光・運輸業、飲食業、イ
ベント・エンターテイメント事業等
に対する支援

1,731,000 1,730,000 1.非常に効果的であった
住民の健康増進、スキー場利用の増、そして商品券活用で村内の経済効
果が高まった事業である。

①スキー場利用促進やコロナに負けない健康増進を目的に、シーズン券購入費の補助並び
に食堂等の利用促進のための共通商品券を発行
②
　ⅰリフト券補助　2,760千円（大人 10千円×205人・高校生 8千円×20人・小中学校 5千
円×110人）
　Ⅱ共通商品券 1,025千円（5千円×205人）
　Ⅲ 共通商品券印刷代　71千円
③村民


